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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて籥

　
　
　
外
部
指
導
員
の
活
用
例
　
相
撲

　

秋
山
地
区
は
周
囲
を
新
緑
や
紅
葉
の
美
し
い
山
々
に
囲
ま
れ
、
連
な
る

山
野
か
ら
幾
筋
も
の
清
流
を
集
め
て
相
模
湖
へ
と
至
る
秋
山
川
に
沿
っ
て

18
の
地
区
が
点
在
す
る
。

　

本
校
は
へ
き
地
１
級
の
小
規
模
校
で
、
全
校
生
徒
数
は
38
名
で
あ
る
。

校
区
は
東
西
15
㎞
に
も
わ
た
り
、
全
て
の
生
徒
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用

し
て
い
る
。

　

生
徒
た
ち
は
と
て
も
純
朴
で
、
学
校
教
育
目
標
の
「
あ
さ
か
げ
―
―
明

る
く　

さ
わ
や
か　

賢
く　

元
気
！
」
の
も
と
、
一
生
懸
命
に
諸
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

新
学
習
指
導
要
領
で
「
武
道
」
が
必
修
と
な
り
、
本
校
で
も
平
成
21
年

度
よ
り
相
撲
の
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
平
成
23
年
度
に
は
、

文
部
科
学
省
・
山
梨
県
教
育
委
員
会
よ
り
「
中
学
校
武
道
ダ
ン
ス
必
修
化

山
梨
県
上
野
原
市
立
秋
山
中
学
校　

教
諭　

幡
野　

力
也

■
シ
リ
ー
ズ
■

中
学
校
武
道

授
業
の
充
実
に
向
け
て
籥

　

ま
ず
、
本
校
が
武
道
の
中
で
相
撲
を

選
択
し
た
の
に
は
大
き
く
３
つ
の
理
由

が
あ
る
。

①
施
設
・
設
備
・
用
具
の
面
か
ら

　

柔
道
や
剣
道
を
行
う
に
は
畳
や
柔
道

着
、
竹
刀
、
防
具
等
が
必
要
に
な
る
。

本
校
に
は
武
道
館
の
施
設
は
な
く
、
一

か
ら
畳
や
道
具
を
そ
ろ
え
る
経
済
的
負

担
を
考
え
る
と
、
相
撲
の
場
合
、
ま
わ

し
を
あ
る
程
度
そ
ろ
え
れ
ば
実
施
が
可

能
に
な
る
と
考
え
た
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
面
か
ら

１ ２ ３ ４ ５ ６指
導
の
概
要

用
具
、
場
所
な
ど

７ま
と
め

８○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

外
部
指
導
員
活
用
に
お

け
る
課
題
と
そ
の
対
策

今
後
の
外
部
指
導
員

活
用
に
つ
い
て

外
部
指
導
員
活
用
に

い
た
っ
た
経
緯

教
員
の
役
割
と

外
部
指
導
員
の
役
割

道
の
帯
を
使
用
し
た
（
写
真
１
、
２
）

　

活
動
場
所
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に

体
育
館
を
使
用
し
、
マ
ッ
ト
の
上
で
の

展
開
を
考
え
た
。
体
操
マ
ッ
ト
と
土
俵

マ
ッ
ト
を
使
用
し
、
体
操
マ
ッ
ト
の
組

合
せ
に
よ
り
サ
ー
キ
ッ
ト
な
ど
の
基
本

的
な
動
き
づ
く
り
か
ら
約
束
練
習
等
を

行
い
、
土
俵
マ
ッ
ト
で
試
合
を
行
っ
た

（
図
１
）。
ま
た
、
外
に
土
俵
も
あ
る
の

で
適
時
使
用
し
、
本
物
の
土
の
感
覚
を

味
わ
わ
せ
る
こ
と
も
行
っ
た
（
写
真

３
）。

に
参
加
し
て
き
た
。
上
位
に
入
賞
す
る

こ
と
も
多
く
、
関
東
大
会
・
全
国
大
会

に
出
場
し
た
経
験
も
あ
る
。
し
か
し
、

最
近
で
は
生
徒
数
の
減
少
も
あ
り
、
相

撲
部
の
立
ち
上
げ
が
で
き
ず
、
大
会
に

も
出
場
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な

経
緯
か
ら
、
本
校
で
伝
統
的
に
行
っ
て

き
た
相
撲
に
学
校
全
体
と
し
て
取
り
組

み
、
生
徒
が
興
味
を
持
ち
、
大
会
に
出

場
し
た
い
と
い
う
意
欲
が
出
て
く
れ
ば

と
い
う
願
い
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
相
撲
の
授

業
を
平
成
21
年
度
よ
り
開
始
し
た
。
平

成
22
年
度
に
は
山
梨
県
小
中
学
校
体
育

連
盟
か
ら
研
究
指
定
校
の
指
定
を
受

け
、
相
撲
の
公
開
授
業
を
行
っ
た
。
平

成
23
年
度
は
文
部
科
学
省
・
山
梨
県
教

育
委
員
会
よ
り
「
中
学
校
武
道
ダ
ン
ス

必
修
化
に
向
け
た
地
域
連
携
指
導
実
践

校
」
の
指
定
を
受
け
、
外
部
指
導
員
を

招
い
て
の
授
業
を
行
っ
た
。

　

外
部
指
導
員
は
、
県
教
育
委
員
会
か

ら
谷
村
工
業
高
等
学
校
（
現
在
・
都
留

興
譲
館
高
等
学
校
）
相
撲
部
監
督
の
花

田
英
男
先
生
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い

た
。
谷
村
工
業
高
等
学
校
は
、
本
校
と

隣
接
す
る
市
に
位
置
す
る
と
と
も
に
、

相
撲
部
は
県
内
で
も
常
に
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
に
あ
り
、
本
校
の
卒
業
生
も
相
撲

部
に
所
属
し
て
い
た
。
授
業
の
打
合
せ

や
相
撲
に
関
す
る
指
導
方
法
を
聞
く
の

に
、
と
て
も
や
り
や
す
く
、
専
門
的
な

知
識
や
技
能
を
生
徒
に
指
導
し
て
い
た

だ
く
に
は
最
良
だ
と
思
い
、
外
部
指
導

員
と
し
て
き
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ

た
。

　

相
撲
に
お
い
て
、
個
人
で
使
用
す
る

用
具
に
は
「
ま
わ
し
」
が
あ
る
が
、
本

校
で
は
簡
易
ま
わ
し
を
学
校
で
用
意

し
、
使
用
し
た
。
１
学
年
が
20
人
弱
と

少
な
い
た
め
、
３
サ
イ
ズ
を
10
本
ず

つ
、
計
30
本
を
用
意
し
た
。
ま
た
、
女

子
は
ま
わ
し
に
抵
抗
が
あ
る
た
め
、
柔

１ ２ ３ ４ ５ ６指
導
の
概
要

用
具
、
場
所
な
ど

７ま
と
め

８○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

外
部
指
導
員
活
用
に
お

け
る
課
題
と
そ
の
対
策

今
後
の
外
部
指
導
員

活
用
に
つ
い
て

外
部
指
導
員
活
用
に

い
た
っ
た
経
緯

教
員
の
役
割
と

外
部
指
導
員
の
役
割

に
向
け
た
地
域
連
携
指
導
実
践
校
」
の
指
定
を
受
け
、
高
校
の
相
撲
部
監

督
で
も
あ
る
花
田
英
男
先
生
を
外
部
指
導
員
に
招
い
て
の
授
業
を
行
っ

た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
と
き
の
取
組
の
様
子
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

　

本
校
の
生
徒
は
、
幼
い
頃
か
ら
人
が

ほ
ぼ
入
れ
替
わ
る
こ
と
な
く
、
同
じ
友

人
同
士
で
一
緒
に
生
活
し
て
き
た
た

め
、
関
係
が
固
定
化
し
、
互
い
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
省
く
こ
と
に
よ
る

意
見
や
気
持
ち
の
す
れ
違
い
が
生
じ
て

し
ま
う
面
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、「
礼
儀
を
重
ん
じ
、
相
手

を
尊
重
す
る
」
と
す
る
相
撲
の
理
念
は

こ
う
し
た
固
定
化
し
た
関
係
性
に
新
た

な
一
面
を
も
た
ら
し
、
ま
た
、
相
撲
は

身
体
接
触
が
多
く
、
相
手
の
痛
み
や
動

き
を
肌
で
感
じ
、
互
い
が
よ
り
近
い
関

係
を
築
き
や
す
い
と
考
え
た
。

③
本
校
の
伝
統
の
面
か
ら

　

本
校
は
、
数
年
前
ま
で
は
季
節
部

で
「
相
撲
部
」
を
立
ち
上
げ
、
県
大
会

写真１　簡易まわし

図１　土俵マットの設置例

写真２　女子は柔道帯を使用

写真３　外の土俵
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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて籥

　

Ｔ
Ｔ
指
導
に
よ
り
、
Ｔ
１
と
し
て
体

育
教
員
が
授
業
の
進
行
役
を
務
め
、
Ｔ

２
と
し
て
外
部
指
導
者
が
専
門
的
な
技

術
指
導
と
い
う
役
割
分
担
で
授
業
を
進

め
た
。
ま
た
、
花
田
先
生
に
は
蹲そ
ん

踞き
ょ

・

塵ち
り

手ち
ょ

水う
ず

な
ど
の
礼
法
、
柔
軟
体
操
・
四し

股こ

な
ど
の
準
備
運
動
、
審
判
方
法
等

を
、
動
き
と
と
も
に
伝
統
的
な
諸
作
法

の
意
味
や
動
き
の
ポ
イ
ン
ト
に
い
た
る

ま
で
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
（
写

真
４
）。

◎
全
体
の
指
導
計
画

　

外
部
指
導
員
と
の
連
絡
調
整
は
主
に

電
話
で
行
っ
た
。
ま
た
、
授
業
開
始
１

週
間
ほ
ど
前
に
直
接
会
っ
て
、
事
前
打

合
せ
を
し
、
授
業
日
程
や
指
導
内
容
の

確
認
を
行
っ
た
。

　

授
業
日
に
は
早
め
に
来
校
し
て
も
ら

い
、
本
時
の
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
、
関
わ

り
方
等
に
つ
い
て
10
分
程
度
の
打
合
せ

を
行
っ
た
（
資
料
１　

秋
山
中
学
校
相

撲
指
導
計
画
）。

◎
指
導
上
の
注
意
点

・
マ
ッ
ト
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
生
徒

同
士
で
も
安
心
し
て
投
げ
た
り
、
受

け
身
を
取
っ
た
り
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
ま
た
、
試
合
の
時
に
は
土
俵
マ

ッ
ト
の
周
り
に
も
マ
ッ
ト
を
敷
き
詰

め
、
土
俵
外
に
出
た
時
の
安
全
性
も

確
保
し
た
。

・
柔
軟
運
動
や
受
け
身
の
練
習
を
定
着

さ
せ
、
怪
我
や
事
故
の
予
防
に
努
め

た
。

・
立
ち
合
い
で
頭
や
顔
を
ぶ
つ
け
な
い

た
め
に
、
胸
を
合
わ
せ
た
状
態
か
ら

の
立
ち
合
い
を
行
っ
た
。

・
倒
れ
る
際
に
手
を
つ
く
と
体
重
が
か

か
っ
て
危
険
で
あ
る
た
め
、
手
を
つ

い
た
ら
負
け
と
い
う
ル
ー
ル
と
し
、

指
導
を
徹
底
し
た
。

・
危
険
な
技
（
禁
じ
手
）
は
行
わ
な
い

よ
う
に
指
導
し
た
。
ま
た
、
習
得
状

況
が
未
熟
な
１
年
生
に
は
掛
け
技
は

行
わ
な
い
よ
う
指
導
し
た
。

・
外
部
指
導
員
の
方
に
中
学
校
の
武
道

の
授
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
初
心
者
の
中

学
生
に
わ
か
る
言
葉
や
指
導
内
容
に

な
る
よ
う
、
お
願
い
し
た
。

◎
指
導
の
実
際

　

ま
ず
授
業
の
導
入
と
し
て
、
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
相
撲
の
歴
史
や
礼
法

を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
相
撲
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な

相
撲
（
腕
相
撲
、
尻
相
撲
、
足
相
撲
、

ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
相
撲
な
ど
）を
行
っ
た
。

　

基
本
の
動
き
を
定
着
さ
せ
る
た
め

に
、
相
撲
サ
ー
キ
ッ
ト
と
し
て
、
①
す

り
足
、
②
押
し
（
す
り
足
）、
③
受
け

身
（
一
人
）、
④
対
人
受
け
身
、
⑤
立

ち
合
い
～
ぶ
つ
か
り
～
受
け
身
、
⑥
立

ち
合
い
～
ぶ
つ
か
り
（
て
っ
ぽ
う
）
を

ほ
ぼ
毎
回
行
っ
た
。

　

学
年
の
違
い
に
よ
り
指
導
内
容
を
工

夫
し
（
次
頁
資
料
２　

外
部
指
導
者
と

連
携
し
た
指
導
回
数
と
工
夫
し
た
と
こ

ろ
）、
１
学
年
に
は
礼
儀
作
法
・
基
礎

基
本
の
動
き
を
中
心
と
し
た
学
習
内

容
、
２
・
３
年
生
に
は
投
げ
技
等
も
含

め
、
発
展
的
な
学
習
を
進
め
た
。
ま

た
、
外
部
指
導
者
が
関
わ
る
回
数
も

１
・
２
年
生
は
多
め
に
設
定
し
た
（
全

10
時
間
中
１
・
２
学
年
８
回
、
３
学
年

７
回
）。

　

１
年
生
は
、「
押
し
」
や
「
寄
り
」

を
中
心
に
行
い
、
投
げ
技
は
「
上
手
投

げ
」
の
み
指
導
し
た
。
２
・
３
年
生
は

経
験
が
あ
る
の
で
、
投
げ
技
の
種
類
を

増
や
し
、
指
導
し
た
。
し
か
し
、
投
げ

技
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
も
「
押
し
」

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
指
導

し
た
。
ま
た
、
対
人
技
能
と
し
て
、
相

手
の
動
き
や
技
・
変
化
に
応
じ
た
攻
防

を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
前

さ
ば
き
」
や
「
引
き
」「
体
の
変
化
」

な
ど
も
指
導
に
加
え
た
。
特
に
花
田
先

生
か
ら
「
相
撲
は
バ
ラ
ン
ス
の
崩
し
合

い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
ど
の
よ
う

１ ２ ３ ４ ５ ６指
導
の
概
要

用
具
、
場
所
な
ど

７ま
と
め

８○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

外
部
指
導
員
活
用
に
お

け
る
課
題
と
そ
の
対
策

今
後
の
外
部
指
導
員

活
用
に
つ
い
て

外
部
指
導
員
活
用
に

い
た
っ
た
経
緯

教
員
の
役
割
と

外
部
指
導
員
の
役
割

１ ２ ３ ４ ５ ６指
導
の
概
要

用
具
、
場
所
な
ど

７ま
と
め

８○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

外
部
指
導
員
活
用
に
お

け
る
課
題
と
そ
の
対
策

今
後
の
外
部
指
導
員

活
用
に
つ
い
て

外
部
指
導
員
活
用
に

い
た
っ
た
経
緯

教
員
の
役
割
と

外
部
指
導
員
の
役
割

写真４　審判方法

資料１　指導計画と評価　（第２、３学年）

段
階 学習のねらい

学習活動における具体の評価規準

関心･意欲･態度 思考 ･ 判断 技能 知識 ･ 理解

は
じ
め　

２
時
間

学習Ⅰ

・相撲の特性を理解し、学習の見通し
を持ち、学習の進め方を理解する

①オリエンテーション
・歴史、特性、礼法、学習の進め方、準

備の仕方、学習ノートの使い方
②基本動作・礼法
・蹲踞、塵浄水、四股
③様々な相撲
④整理運動・まとめ

①礼儀正しい態
度で関心を持っ
て 学 習 に の ぞ
み、相撲を学ぼ
うとする。

①相撲の特性や
歴史、学習の進
め方について言
ったり書いたり
している。

な
か
①　

４
時
間

学習Ⅱ　ねらい①
・相手の動きに応じた基本動作を習得

する
・対人技能として基本となる技を身に

付ける

①準備運動・補強運動　　　　 簡
易
的
な
試
合

・ランニング、体操
・補強運動　・塵浄水、四股
②相撲サーキット
・すり足　　・押し
・受け身　　・調体（てっぽう）
③基本となる技の練習
・押し、寄り
・前さばき ( 押っつけ、絞り込み、巻き

返し )
・投げ技 ( 上手投げ、下手投げ等 )
④整理運動・まとめ

②新しい技を習
得する喜びを味
わい、相撲を楽
しもうとする。

③互いに教えあ
い、協力し合っ
て学習しようと
する。

④練習や試合に
おいて、ルール
や禁止事項を守
り、自他の安全
に留意して行動
しようとする。

①技を習得する
ための課題を見
つけ、練習や試
合の仕方を選択
している。

②仲間と協力し
考え、教えあい
ながら課題の解
決に向けた方法
を見つけている。

③試合を通して
自分の課題を発
見している。

④仲間の取り組
みに対して適切
なアドバイスを
送っている。

①蹲踞、塵手水、
四股、すり足な
どの基本動作が
できる。

②安定した中腰
の構えから、相
手の身体を押し
上げる要領で「押
し」ができる。

③相手の動きの
変化に応じた基
本動作から基本
の技ができる。

③基本となる技
の方法や名称、
ルールについて
言ったり書いた
りしている。

④技能習得のた
めのポイントや
できばえを言っ
たり書いたりし
ている。

②自分の課題に
応じた課題解決
方法を言ったり
書いたりしてい
る。

②自分の課題に
応じた課題解決
方法を言ったり
書いたりしてい
る。

な
か
②　

３
時
間

学習Ⅱ　ねらい②

・対人技能として、相手の動きや技・
変化に応じた攻防を展開することが
できる

①準備運動・補強運動　　　　 簡
易
的
な
試
合

・ランニング、体操
・補強運動
・塵浄水、四股
②相撲サーキット
・すり足　　・押し
・受け身　　・調体

③相手の動き・技・変化に応じた攻防の
練習

○かかり練習　○約束練習　○自由練習
・押し－押っつけ、絞り込み
・寄り－巻き返し
・押し－上手投げ、下手投げ
・寄り－上手出し投げ、下手出し投げ

ま
と
め　

１
時
間

学習Ⅲ　

・お互いに高めあった規律、礼儀作法、
技を実践を通して定着させる

大相撲　秋山場所

④練習や試合に
おいて、ルール
や禁止事項を守
り、自他の安全
に留意して行動
しようとする。

④仲間の取り組
みに対して適切
なアドバイスを
送っている。

③試合の中で礼
儀作法、試合の
運営やルール、
審判の方法を理
解している。
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資料２　外部指導者と連携した指導回数と工夫したところ
工夫したところ 礼儀 作法 基本の動き 投げ技
第 1 学年 ３回 ( 毎時間 ) ３回 ( 毎時間 ) 毎時間 ２回

礼儀作法

基本の動き

投げ技
安全面

○相撲授業の初めに外部指導者に礼儀・作法の動作を指導してもらい、毎時間チェ
ックしながら繰り返し行った（試合時の礼儀作法も含む）。塵浄水・四股など自分
たちでできるようになった。

○サーキット形式で毎時間行うとともに、悪い点はその都度指導をしてもらう。す
り足が安定し、押しが力強くなった。

○「上手投げ」のみ指導。押し・寄り中心。
○受け身の練習をサーキットに入れ、毎回行った。

第２、３学年 ２回 ( 毎時間 ) ２回 ( 毎時間 ) 毎時間 ３回

礼儀作法

基本の動き
投げ技

安全面

○相撲授業の初めに外部指導者に礼儀・作法の動作を指導してもらった。経験があ
るので短時間でできるようになった。審判法や試合時の礼儀作法もできた。

○サーキット形式で毎時間確認。女子も受け身ができるようになる。
○「投げ」の動き確認、組んだ状態からの攻防、相手の動きに応じた攻防で基本～

発展的に学習。
○立ち合いでは頭や顔どうしでぶつからないように指導した。相手の右胸あたりに

ぶつかる。

資料３　生徒アンケート
相撲を行うことは好きですか？

（％） はい どちらとも
いえない いいえ

授業前 16 39 45
授業後 36 30 34

相撲の授業は楽しいですか？

（％） はい どちらとも
いえない いいえ

授業前 24 54 22
授業後 48 46  5
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ん
で
ほ
し
い
」「
こ
の
授
業
で
相
撲
の

お
も
し
ろ
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
」「
た
く
さ
ん
の
技
が
あ
り
、

場
面
ご
と
に
使
う
技
を
考
え
る
の
が
楽

し
か
っ
た
」
な
ど
、
外
部
指
導
員
に
来

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で

以
上
に
相
撲
に
興
味
・
関
心
を
持
つ
生

徒
が
多
く
な
っ
た
。

　

外
部
指
導
員
の
示
範
に
よ
り
、
正
し

い
基
本
動
作
の
動
き
や
力
強
い
押
し
や

投
げ
を
間
近
に
見
て
確
認
で
き
た
こ
と

で
、
運
び
足
や
押
し
な
ど
の
基
本
動
作

を
相
撲
サ
ー
キ
ッ
ト
で
反
復
す
る
必
要

性
も
わ
か
り
、
定
着
に
対
す
る
意
欲
に

つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
正
し
い
技
能
の

習
得
は
、
安
全
性
の
向
上
に
も
有
効
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

技
能
の
原
理
な
ど
の
説
明
に
時
間
や

工
夫
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
指
導

内
容
の
質
や
量
を
相
談
す
る
時
間
の
確

保
と
、
生
徒
が
自
主
的
に
活
動
で
き
る

よ
う
な
教
材
な
ど
を
工
夫
し
、
運
動
時

間
の
確
保
を
図
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

今
回
は
、
現
職
の
高
校
の
先
生
を
指

導
員
と
し
て
お
願
い
し
た
こ
と
か
ら
、

日
程
や
時
間
の
調
整
が
難
し
か
っ
た
。

教
育
委
員
会
か
ら
の
依
頼
も
あ
り
、
時

間
を
割
い
て
い
た
だ
け
た
部
分
も
あ
る

が
、
周
囲
や
学
校
の
十
分
な
理
解
が
必

要
で
あ
る
。
講
師
の
確
保
や
資
金
面
か

ら
も
、
教
育
委
員
会
の
補
助
や
指
導･

助
言
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

平
成
23
年
度
は
、
文
部
科
学
省
・
山

梨
県
教
育
委
員
会
よ
り
「
中
学
校
武
道

ダ
ン
ス
必
修
化
に
向
け
た
地
域
連
携
指

導
実
践
校
」
の
指
定
を
受
け
た
経
緯
か

ら
、
外
部
指
導
員
を
招
き
、
授
業
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

外
部
指
導
員
を
招
い
て
の
授
業
は
行
っ

て
い
な
い
。
今
回
の
経
験
は
、
生
徒
や

体
育
教
員
に
と
て
も
有
用
で
貴
重
な
も

の
に
な
っ
た
。
様
々
な
条
件
が
整
え

ば
、
ま
た
外
部
指
導
員
を
活
用
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

本
校
に
着
任
し
た
初
年
度
か
ら
相
撲

の
授
業
が
始
ま
り
、
本
年
度
で
６
年
目

に
な
る
。
当
初
、
相
撲
の
授
業
を
行
う

と
決
ま
っ
て
い
て
「
え
っ
、
相
撲
」
と

消
極
的
で
あ
っ
た
が
、
年
々
授
業
を
重

ね
る
ご
と
に
相
撲
の
お
も
し
ろ
さ
や
奥

深
さ
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
大
き
な
転
換
点

は
、
平
成
23
年
度
に
花
田
先
生
が
外
部

指
導
員
と
し
て
来
て
く
だ
さ
り
、
一
緒

に
授
業
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
と
思
う
。
講
師
の
方
と
一
緒
に

授
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
体
育
教
師

の
指
導
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
た
。

そ
の
後
も
様
々
な
研
修
会
に
参
加
し
た

り
、
平
成
24
年
度
文
部
科
学
省
学
校
相

撲
実
技
指
導
者
講
習
会
で
事
例
発
表
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
り
と
大
変
勉
強
に
な

っ
て
い
る
。

　

本
校
の
相
撲
の
授
業
も
、
昨
年
度
初

め
て
全
校
相
撲
秋
山
場
所
と
い
う
大
会

を
開
く
こ
と
が
で
き
た
（
写
真
６　

全

校
相
撲
秋
山
場
所
）。
男
子
・
女
子
と

も
意
欲
的
に
授
業
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
後
も
相
撲
の
楽
し
さ
を
継
続
し

て
指
導
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

に
す
れ
ば
相
手
の
バ
ラ
ン
ス
を

崩
す
こ
と
が
で
き
る
か
個
人
や

生
徒
同
士
で
考
え
な
が
ら
授
業

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

学
習
課
題
を
確
認
す
る
資
料

と
し
て
、
１
時
間
ご
と
の
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
と
習
得
状
況
を
確
認

す
る
た
め
の
相
撲
教
本
を
使
用

し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
は
、

「
授
業
の
流
れ
の
確
認
」「
授
業

の
ね
ら
い
・
課
題
を
は
っ
き
り

さ
せ
る
」「
授
業
を
振
り
返
り
、

他
者
の
良
い
点
を
見
つ
け
る
」

で
授
業
を
振
り
返
り
、
相
撲
教

本
で
は
、
動
き
や
技
の
習
得
状

況
を
本
人
や
指
導
者
が
確
認
で

き
る
よ
う
に
し
た
。

　

外
部
指
導
員
の
示
範
や
指
導

に
よ
り
、
相
撲
の
基
本
的
な
動

作
か
ら
力
の
入
っ
た
押
し
の
姿

勢
、
豪
快
な
投
げ
な
ど
の
動
き

や
技
能
を
理
解
し
や
す
く
な

り
、
相
撲
が
「
楽
し
い
」
と
感

じ
る
生
徒
が
多
く
な
っ
た
（
資

料
３　

生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
）。

ま
た
、「
花
田
先
生
に
教
え
て

も
ら
い
、
相
撲
に
興
味
が
わ
い

た
」「
ま
た
講
師
の
先
生
を
呼
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写真５　外部指導員による指導

写真６　全校相撲秋山場所


